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あいさつ

沖縄県を含む琉球列島では、そのユニークな歴史の歩みに従って独自の文化が育
まれてきました。こどもたちも日々の暮らしの中で、遊びを通して伝統的な生活文
化を学んでいきました。高齢の世代の方が覚えていて日ずさむわらべ歌には、そう
した伝統的な暮らしの様子が生き生きと映しとられており、現代にもその文化の豊
かさを伝えてくれます。

伝統的な生活もその文化様式も刻々と遠ぎかり、こどもたちの日ずさむ歌もま
た、かつてのわらべ歌とは大きく異なっています。しかしながら、歌が人々の楽し

みや慰めとなり、心のよりどころを与えてくれる点については今も昔も変わりがあ
りません。

沖縄市教育委員会では 1988年から、貴重な文化であるわらべ歌を記録保存するた
め、市内の明治 30年代から昭和初期生まれの高齢者をたずねて、わらべ歌を実際に
歌ってもらう調査を実施 しています。本報告書はそのなかから、沖縄市安慶田およ
び照屋での調査の成果を収録したものです。

本報告書に掲載したわらべ歌が、郷上の文化を深く知る手がかりとしてばかりで

なく、伝統的な文化や生活様式から隔たりつつある現代のこどもたちが沖縄独自の

音楽や言葉に触れ、伝統文化に親しむきっかけとなれば幸いです。
なお、本報告書の作成にあたっては、聞き取 り調査にはじまり掲載歌の選定や採
譜にいたるまで、民族音楽学をご専門とされる比嘉悦子先生のお力添えと、調査に
ご協力いただいた歌唱者はじめ地域の関係者の皆様に厚 く御礼申し上げます。

2021(令 和 3)年 3月
沖縄市教育委員会

教育長 比嘉 良憲



はじめに

I 「安慶田・照屋のわ らべ歌」 について
(1)「安慶田・照屋のわらべ歌」は沖縄市安慶田と照屋で採集されたわらべ歌の中

から代表的な歌を34曲選んで掲載しました。

(2)歌の選定においては、二地域のバランスを考慮しつつ、旋律のより確実な歌、

そして多くの人々、特に次代を担うこどもたちに歌い継いでほしい歌を優先し

て選択してあります。

(3)同 じ歌でも、安慶田と照屋で旋律が多少変化して歌われる歌があり、その場合

は、地域の特徴を出すために別曲として独立して掲載しました。

(4)歌唱者については、巻末の「安慶田・照屋のわらべ歌調査月日別成果表」に歌

唱者名を掲載してありますので、参考にしてください。

‖ 調査 につ いて
(1)沖縄市のわらべ歌調査は 1988年に開始しました。

(2)調査は安慶田で 1回、照屋で 5回行ないました。また、宮里在住の照屋出身者

の方の調査 1回 を本報告書で扱った資料に加えています。

(3)採集歌は安慶田で 13歌、照屋で 75歌、宮里在住の照屋出身者から 19歌で、

計 107歌が採集されました。なお、採集された歌数にはわらべ歌だけではな

く、新築祝いの唱え等の唱え 3歌、綱引き行事の歌 1歌、その他の民俗歌謡

18歌が含まれています。歌唱を曲とせず、歌として数えたのは、旋律のない

唱えや、歌詞のみの歌も採集歌として数えたためです。

III 調査 お よび編集担 当

調査    比嘉悦子、宮城昭美、営真香
採譜    比嘉悦子
資料整理   宮城昭美、八田夕香
編集    比嘉悦子、八田夕香
イラスト  八田夕香
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凡例

I 歌詞と表記について
(1)掲載されたわらべ歌は、子守り歌、あやし歌、まりつき歌、手遊び歌、動物や虫の歌、
自然・天体の歌、教訓歌、からかい歌、その他に分類した。

(2)表題は歌いだしの句をとってつけたものが多いが、動物や虫の歌は歌われる内容に添っ
て編集者が表題をつけた。

(3)歌詞は漢字仮名まじり文で表記し、漢字には歌唱者のなまり音のままルビをふった。漢
字が当てられる箇所には漢字を用いたが、無理な当て字は避けた。

(4)は やし言葉、擬音についてのみカタカナで記した。例外として、動物名「チンチナー」
については鳴き声の擬声語から来る名称としてカタヵナ表記を用いた。

(5)歌詞の表記の中で、のばして歌う箇所は、長短の区別はせずに長音記号「―」 (引音)で
不した。

‖ 楽譜について
(1)楽譜は五線譜を基本としたが、沖縄独特な音程や歌唱法を表現するために特殊な記号を
追加して用いた。

例) 。 ↓」は表記より低めの音程で歌われる。
. 土 ゃ 風 の表記は音程の定まらない唱えや掛け声をあらわす。

・ Ulま上から下へ声を落としていく唱法を示す。

(2)採譜は採録時の歌唱者の歌をできる限り忠実な形で再現できるように配慮したが、調律
は一般の人々、特にこどもたちの歌いやすい高さにあわせて作譜した。
(3)民謡調査においては、歌唱者から歌にまつわるさまざまな生活状況を聞き取 りながら歌
を録音していくが、時には歌唱者が突然歌い出したり、歌の途中で中断し、次に続く歌
詞を思い起こしてまた歌い出すこともしばしばあった。そのような歌は、他の類似曲を
検討の上、採譜者によって加筆し、補足した。

(4)楽譜につけられたメトロノーム表記は、採録時の歌唱により近い速度を示したものであ
る。歌唱者のほとんどが高齢者であるため、こども時代に歌われた歌が必ずしもその速
度であったかどうかは断定できない。歌を再現する時は、楽譜に記された速度にとらわ
れないでもよいと思う。

(5)調号に (♭ )(♯ )と ある ( )の つけられたフラットやシャープは、実際はその曲に出
てこない音につけられるものであるが、基音を求めるめやすとして表記した。
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しちゃか ら
わら ベ ー
しЬヾに ぐゎ―

うさ ぐぇ―

てぃ一たっ一

た ち む た

は な ひ か

くちひっ―

しな んでt

ち な は な

あ か わ ら

ちゅらψSヾ に

きくぬ は 一

,

りヽ
　
一
　

一　
り

ん
　
一
　

一
　

一　

一

ち
ち
ち
ち
さ
や
ば
舘
）な

とぅ  が  し とっ くい  か た みてぃ  さ か や ん 力北ヽ
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な ら う き らん

は な くふぁ ら し

さ か や ぬ は  め ―  う き と が や

み 一 くwS、ぁ ら しさ ら む ち ん じ



,

0.

▲
■
っ リ

ρ

↑

(①てぃ一ちがし―歌詞)

てぃ―ちがし― 手ぐゎ―ね―れ― 手たっちら
たいそ― た ち む

た―ちがし― 大将わらびに 太刀持たち

み―ちがし― み―みじかんばち はなひかち
くち

ゆ―ちがし― ゆむぬわらベー 日ひっちり
し

いちちがし― 生ちちょてぃぬ―すが 死なんでぃさん
しちゃ

む―ちがし― むむぬ下から ちなはなや―
な―ふぁ

ななちがし― 那覇ぬわらベー あかわらば―
やんばる工に ちゆ  ぶに

や―ちがし― 山原船ぐゎ― 美ら船ぐゎ―
くんじゃん きく  はな

くくぬちがし― 国頭うきぐぇ― 菊ぬ花
とっく帝再 きか や

とう―がし― 徳利かたみてぃ 酒屋んかい
さか や う

酒屋ぬは―め― 起きとがや― なら起きらん
さらむ み― はな

皿持ちんじ 目くふぁらし 鼻くふあらし
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⑮ 牛も―も― (安慶田)
」≒ 116

う さ も  も   た  ん`い  ど  や

た―  みじ

た   ぬ み  じぇ

くん  て  す な よ    あ さばん  ゆ  ばん   にじらさりん  ど  や

」 ≒ 132

うき― た ―

牛も―も― 田かいど―や― 田ぬ水え― くんて―すなよ―
あきばんゆ―ばん

朝飯夕飯 にじらさりんど―や―

④ いさとう一 傑屋)

い さとぅ  い さとぅ ゆ  じ な み ゆう  び ぬ ゆ  ばん

ぬ  か ら が む  む ぬ ψS、あ どぅ    か  ら  る

-18-

だん  じゅがだん  じゅが  く す ひっ ちゃる

ゆ―ばん

いさとう― いさとう― ゆ―じなみ― ゆうびぬ夕飯
ふ ぅ 〕ヽ

む―むぬ葉どう 食―ら―る―
くす

だんじゅが だんじゅが 糞ひつちやる

一
カら

か
食
ぬ．何



」 ≒ ■ 2

① チンチナー (ひばり)の歌 鰈屋)

あんま よ いす ― よ い た   が あてぃた が  チンチ ナ があてぃナ読

うりにん かな ―に いぬ ぐと,あ 己 れ`  を を  びさり

び さ ぐゎ″
）
″
）

い ら  ちょ  け ―

た―  あ

あんま―よ―い す―よ―い
あ

誰が当てぃたが チンチナーが当てぃたん
かな あ

うりにん敵―に いぬぐとぅ当てぃれ―
びさ び さ

チンチン足 ぐゎ― チンチン足 ぐゎ―

④ 鳩の歌 鰈屋)

くυ 9ヽ もヽ一  υυ て少 修―

な さ わ とぅら す さ

くゎ

くとぅ―くぃ―くぃ― 子 ぐゎ―てぃ―ちぇ―
な

いら―ちょ―け― 産さわとぅらすさ

」≒ 112
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」≒ 116

⑩ ねずみの歌 鰈屋)

ん だ ま じ いち ん だ   や  ぬ んtち ゅわ   は る ぬ んt ちゅう

に ―び ちすんてぃんど ―

い ちゅる み ち な か  ま や ― がとぅん  じてぃ うちくゎてt、ね らんうちくゎてぃね らん

んだ まじ いちんだ
や― えんちゅ はる えんちゅ に一びち

家ぬ鼠とう 畑ぬ鼠とう 結婚すんてぃんど―
ちょ―ちん

みっくゎび―ちゃ―が 提灯ひさぎてい
みちなか  まや― とう

れ
）
ぎさひ軌

）
一挽
）

カ

操
）

び錦
）

みっ
）

行ちゅる道中 猫が飛んじてぃ
くゎ くゎ

うち喰てぃね―らん うち喰てぃね―らん

ヾ
撫

-20-
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⑩ あ―か―な―よ― (照屋)
」≒ 132

あ  か  な  よ あ か な一 ま 赳  ヽ い  ちゅが

あ  か  な に   し ぬ う み かい

が

が にとぅい  が

が に ぐゎ とぅ い 一 が に ぐゎとぅ  てし

ー

―

ぬ  す  が 一  わ  ぅ む や  に    か ま すん  て

いゃ  うむ や  や た  や  が  じゅ ぐ や う  ち ―

'■ ==ざ

あ―か―な―よ― あ―か―な― ま―かい行ちゅが あ―か―な―
うみ がにとぅ が に と ぅ

にしぬ海かい 蟹捕いが 蟹ぐゎ―捕いが

ちゅ

がに と ぅ ぬ ―

蟹ぐゎ―捕てぃ 何すが
か

わ―うむや―に 食ますんて―
た―

いゃ―うむや―や 誰やが
じゆ―ぐや   うちちゅ

ノ′
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④ と―と―め―よ―  (照屋)

」 ≒ 120

と  と 一 め  よ と  と  め ―  ま  かい めん  しぇが

う じ ぬ み  かい ―力くにぐゎ  とうい が ると  と  め

わん  ね  い  ちゅん  ど ヘイ ヨ

ヘイ

と―と―め―よ― と―と―め―

ま―かいめんしぇが と―と―め―
う―じ が に とう

黍ぬみ―かい 蟹ぐゎ―捕いがる

わんね―行ちゆんど―

ヘイヨーヘイ ヘイヨーヘイ

ヘイ    ヘイ ヨ ー
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」 ≒ 126

あ―み― た一ば―す―

② 雨ど―い田場主 鰈屋)

あ  み  ど ひゃ  た  ば ぬす  どひゃ  た  ば ぬ や  ん じ

くゎ  き り よ  ひゃ

あ―み― た―ば  す―

雨ど―ひゃ― 田場ぬ主ど―ひゃ―
た―ば  や― くゎ

田場ぬ家んじ 隠っきりよ―ひゃ―

うや  や一

」 ≒ 120

④ 親の家かい行ちゃび―くとぅ 鰈屋)

てしてぃた ぼ り

うや ぬ や  か い  いちゃび ― くとぅ     てぃ   ら ぐゎんぐゎん

うや や―

親ぬ家かい 行ちゃぴ―くとぅ
てぃ―ら て ,、

太陽ぐゎんぐゎん 照てぃたぼり

-23-



うや   い

④ 親ぬ言るくとう 鰈屋)
」 ≒ 132

う や ぬ い る くとぅ  ち ん`ん  わ ら べ   い ち まん  う い う い

あんだぐゎん  け り け り

ち

親ぬ言るくとう 聞かんわらベー
あんだ け け

糸満売い売い 油ぐゎん買―り買―り

うや  し

いちまんう   う

」 ≒ 108

⑮ 北谷屋良村 (安慶田)

ちゃたん や らむ ら りんど あしゃぎ

ち や ―が  た いたっ ちょんひ ― た

りんど あしゃぎ

サ ー サ う さ ぐゎん

一

か ま ぐゎん   く   く   り り よ か  一 ま  や  し な 一

ちゃたんや らむら  ,ん ど― りんど―

北谷屋良村 伝道あしゃぎ― 伝道あしゃぎ
ち たい た

ひ―た―着や―が 二人立っちょん

サーサ うさぐゎん かまぐゎん くくりりよ かまやしな―

-24-



ど― や しち

」 ≒ 96

⑮ 堂ぐゎ―屋敷ぬたんめ― 鰈屋)

ど  ぐゎ や し ち ぬ  た ん め ― さい あ た び  とぅい が

め ん そ  ら に う む に  か む くとぅ ま ― ちょ け

いゃ― にん  き  くとぅ  ま ― ちょ  け

さ ち な ら や

や しち

堂ぐゎ―屋敷ぬ たんめ―さい
と う

あたび―捕いが めんそ―らに
うむ ま

芋に―食むくとぅ 待っちょ―け―
き ま

ま ま きち

待つちん待たらん 先ならや―

まっ ちん  ま た らん

ど―

いゃ―にん呉―くとぅ 待っちょ―け―

-25-



つい一 ばたき

うぃ ぐゎ―ば た きぬ  たん  め ―たい

め ん そ ― ら に

② 上ぐゎ―畑ぬたんめ― (安慶田)
」 ≒96

あ た び ― す ぐ いが

う む に 一 か む くとぅ まっ ちょrけ   ま

た   ん ま  た   ん

うぃ― ばた言

上ぐゎ―畑ぬ たんめ―たい

あたび―すぐいが めんそ―らに
うむ か ま

芋に―食むくとう 待つちょ―け―
き      ま

待たん待たん

-26-



④ あまからちゅ―る美らじゅりぐゎ― (照屋)
」 ≒ loo

あまから ちゅ る   ちゅらじゅりぐゎ― しん だんぎ から け  うてぃてぃ

よ じょ ひ じょ す るえ  か  こ  ぐ ちん まが  てぃ

ち ゅ

ヒ ヤ プ

ちゅ

あまからちゅ―る美らじゅりぐゎ―

しんだんぎ― う

栴檀木から け―落てぃてぃ
よ―しょ―

養生ひ―じょ―するえ―か―

ヒ ヤ プ

こ―ぐ   ま

腰ちん曲がてぃ

ヒーヤープー ヒーヤープー
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」 ≒ 132

」

⑩ おならの歌 傾屋)

く ぬ く さ び や た が  ひっ ちゃが や

ひっちょん ど

じぬわんぬ み わ う わが

くきび―    た一

くぬ臭屁や 誰がひつちやがや―
し ぬわん  み―わ―う―わ―

宜野湾ぬ雌豚雄豚が ひつちょんど―

んかし ひっち

≒ 120

ゆ み し か ち し か ちゃぬ ゆ  め    うとぅし か ち

んかし ひっち うまが ゆみ

昔ぬ人ょ―ふ りむんど― 孫やしかさん 嫁しかち―
ゆ め うとう

⑩ 昔ぬ人ょ―ふりむんや― (安慶田)

ん か しぬひっ ちょ  ψS、 り む ん ど う ま が や し か さん

しかちゃぬ嫁― 夫しかち

-28-



」 ≒ 92

③ まかいやね―らん (安慶田)

まか い や ね らん とぅないん じ かてぃく あみ しS、 てぃ いからん

-29-

かさ んヽん てぃ い け か さ や ね らん   とぅないん じかてぃくゎ

まじむん ぬ たっちょん    う  じ てぃ な らん

まかい とぅない   か

とうない   か

碗やね―らん 隣んじ借てぃく―
あみふ か さ

雨降てぃ行からん 笠かんてぃ行け
〕ヽさ

笠やね―らん 隣んじ借てぃくゎ―
た う

まじむんぬ立っちょん 怖じてぃならん



」≒ 116

⑫ 与那原かみ―が 観屋)

ゆ な ば る か み ― が  ちゅく た る た  ん む あ ん し ま  さ が

や

≒ 116

いゃ  ん かでもヽ  ん  で

ちゅく   た―んむゆ なばる

与那原かみ―が 作たる田芋 あんしま―さがや―
か

いゃ―ん食でぃん―で―

① 御願ぬひ―ら― 観屋)
」

」

うぐゎん ぬ ひ  ら

ψSヾ したん  め

ん ら に わ ら び ん  ちゃ

プ

うぐゎん ぶ  し

ぶ しブ挽  め ―  ま  かい めん  せ が

はん  し  とぅめ い んヾ や  し  が

ヒ  ヤ プ ヒ  ヤ ー

ぷ  し

御願ぬひ―ら― 武士たんめ― ま―かいめんせが 武士たんめ―
と ぅ ん

はんし―探めいがやしが 見らに わらびんちゃ―

ヒーヤープー ヒーヤープー
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① 新築祝いの唱え 鯨屋)

とぅんち

くぬ殿内ぇ―

ゆ― や―

四ちぬしんばい 八ちぬかなばい

い―とうどうみてぃ くんとぅどぅみてぃ

うどぅ

あしびタナゲー 踊らちも―らち

うみ

にしぬ海ぬ グジラ わに さば な―うちゃ―う―

うね  ふか  ふこ  うち
鬼―外 福―内 な―うちゃ―め―よ―

-31-



安慶田・照屋のわらべ歌調査月日別成果表

〔安慶田〕採集歌数:13曲

番号
唱者
ID 唱者名 生年 出身地

2002年
6月 19日

計

1 1301 玉城ツル 大正 9(1920)年 3 3

2 1302 久保田ハツ子 大正15(1926)年 3 3

3 1303 平良光彦 大正12(1923)年 石川市 5 5

4 1304 宮里道子 昭和 3(1928)年 3 3

5 1305 金武正市 昭和10(1935)年 与那城村 3 3

6 1306 山田安子 大正12(1923)年 沖縄市森根 5 5

7 1307 山城秀 大正12(1923)年 沖縄市白川 4 4

8 1308 大城節 昭和 2(1927)年 水納島 3 3

9 1309 比嘉キク 大正 9(1920)年 沖縄市安慶田 3 3

10 1310 仲村渠静子 昭和 6(1931)年 沖縄市安慶田 3 3

11 1311 志慶真秀子 昭和10(1935)年 北谷町 3 3

12 1312 大城文子 昭和 4(1929)年 具志川市 3 3

13 1313 仲里登美子 大正■(1922)年 本部町 7 7

14 1314 比屋根善子 大正14(1925)年 沖縄市安慶田 6 6

15 1315 上間 トミ 大正 4(1915)年 今帰仁村 3 3

16 1316 照屋ユキ子 昭和 8(1933)年 本部町 3 3

17 1317 崎原ヤス 大正10(1921)年 北谷町 3 3

18 1318 大城徳次郎 大正■(1922)年 本部町水納 3 3

〔照屋〕 採集歌数 :75曲

〔宮里在住の照屋出身者〕 採集歌数 :19曲

※歌唱数について
この表は唱者それぞれの歌唱曲数
を示しており、 1つの歌を複数唱
者が合唱している場合は唱者毎に
1曲の歌唱として計数している。
これによる重複のため、唱者毎の

歌唱数の合計は採集歌数とは一致
しない。

※×出身地について

調査当時に唱者から得た回答を、
修正を加えずそのまま表記した。
そのため、現行の市町村名や字名
とは異なる地域名で記載されてい

る場合がある。
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番号
唱者
ID 唱者名 生年 出身地

1991年
1月 28日

1991年
5月 22日

1991年
5月 27日

1991年
6月 3日

2002年
6月 7日

計

1 1601 稲福ナペ 明治38(1905)年 沖縄市泡瀬 4 8 6 18

2 1602 瑞慶山千代 大正 6(1917)年 沖縄市倉敷 6

14

8 9 23

3 1603 米原ヒデ 大正元(1912)年 北谷村伝道 5
・９

　

１
4 1604 志喜屋米 大正 3(1914)年 】ヒそ| 1

5 1605 安次嶺主堅 明治44(1911)年 北谷村久得 9 9

6 1607 渡久地秀子 昭和 3(1928)年 今帰仁 1 1

7 1608 武冨文子 大正14(1925)年 宮古 1 1

8 1609 渡久地政林 大正15(1926)年 今帰仁 1 1

9 1610 渡慶次トミ 昭和 2(1927)年 沖縄市泡瀬 1 1

10 1611 名嘉真 トミ 大正■(1922)年 沖縄市古謝 4 4

11 1612 上江洲ハルエ 大正 8(1919)年 具志川市川田 3 3

12 1613 奥間安子 昭和 2(1927)年 沖縄市泡瀬 1 1

13 1614 新垣秀子 昭和 2(1927)年 西原村 2 2

14 1615 福里キミ子 昭和 6(1931)年 宮古 1 1

15 1616 上江洲ハル 昭和 2(1927)年 宮古 1 1

16 1617 与儀ツル 明治45(1912)年 本部町古島 1 1

17 1618 比嘉芳子 大正15(1926)年 名護市大浦 1 1

18 1619 名渡山文子 昭和 3(1928)年 国頭村宜名真 1 1

19 1620 我喜屋トメ 大正H(1922)年 今帰仁村謝名 1 1

20 1621 川満千代 昭和 3(1928)年 沖縄市照屋 1 1

21 1622 佐保敏子 大正 9(1920)年 本部町嘉陽 1 1

番号
唱者
ID 唱者名 生年 出身地

1990年
11月 19日 計

1 1502 我如古ウト 明治39(1906)年 沖縄市照屋 19 19
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